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このまま放っておくと、石油ピーク到来と
ともに日本は崩壊する、しない？ 

議論１ 

資源の無い日本は世界でもっとも危ない 

田舎は生き残れるが、都会は崩壊 

三方よしを実践すれば崩壊しない 

若者は必ずしも田舎暮らしを悪いとは思わない 

低エネルギー社会のインフラ作りが重要 

企業は成長を目指さない、ほどほどが重要 

大企業は雇われ社長なので、成長第一 

大企業は多様性があり、大丈夫 

車社会はいらない 

開発途上国は石油がなくても大丈夫 



今後、もったいない学会は何をすべきか？ 

議論２ 

情報発信が重要 

危機意識が欠落しているので、それを伝える 

「もったいない」の本を作る 

言っているばかりでなく、実践が重要 

 



石油ピークを啓蒙し 

脱浪費社会をめざすもったいない学会 

2006年 もったいない学会設立 



ホームページ開設 

Web学会誌発行 

シンポジウム、サロン開催 

部会、研究会、WG活動 

MOH通信との連携 

本の発行 

シフトム発行 

EAJとの連携 

JPI研究会立ち上げ 

2006年 も学会設立以来 



低エネルギー社会のイメージ作り 

低エネルギー産業経営フォーラム 

「石油文明が終る」出版 

中同協との連携 

EAJとの連携 

低エネルギー社会WG 



低エネルギー社会のイメージ作り 

バイオリージョン 
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低エネルギー産業経営フォーラム 

企業A 

低エネルギー産業
経営フォーラム 

実践 

提案 

話題提供 

アイデア 

情報 

討論会 

講演会 

企業B 企業D 

企業C 

テキスト 
連携 

新産業
創出 アイデア 

情報 

提案 

話題提供 

企業：顧客へのサービス 

    労働の場の提供 



時間 

経済活動 

もったいない学会の理念 

オピニオン
リーダー 

初期追
従者 

低エネルギー
社会のステー
クホルダー 

初期導入 

普及離陸期 

成長期 

成熟期 

現在 10年 20年 
明治維新 

プランA 
プランB 

現在の日本・欧米 

高度経済成長 

2011.2.25 

中同協地球環境委員会 
中同協との連携 



EAJとの連携 

次世代へのメッセージフォーラム 

山本達也 

清泉女子大学地球市民学科准教授 

 

石油ピーク、エントロピー増大則 

ミニマリズム 



エネルギー科学研究会 

余剰エネルギー 

投入エネルギー 

得られるエネルギー 



エネルギーに限らず、社会の営みには、
圧倒的なスケールメリットが存在する。
都会で贅沢に暮らす人より、田舎で質素
に暮らす人の方が、一人あたりのエネル
ギー・資源の消費量が多い。 

「みんなではじめる低エネルギー社
会のつくり方」への意見 



スケールメリットとは？ 

製品 

EPR=∞ 
1個当たりエネルギー10 

製品 製品 

製品 製品 

製品 製品 

製品 製品 

製品 製品 

1個当たりエネルギー=8 

大量の規格品を作る方が1個
当たりのエネルギー量は少な
くてすむ 

しかし製造に必要
なインフラへ投入
するエネルギーの
ことを考慮する必
要あり 30 

スケールメ
リット50% 



インフラへ投入するエネルギー=30 スケールメリット=50% 

EPR補
正1個当
たり投
入エネ
ルギー 

大量生産（10個） 

EPR補
正インフ
ラへの投
入エネル
ギー 

EPR補
正1個当
たり投入
エネル
ギー 

EPR補
正した
10個作
るエネ
ルギー 

1個生産 

EPR 
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EPR 

生産に投入エネルギーが増えるだけでなく、インフラへのエネル
ギーが増大 

大量生産の場合 



生産に必要な投入エネルギー量
を減らす方法は何？ 

大量生産をしない 

 

生産のために大量のエネルギーを投入し
ない 

  既存の部品、インフラを使う 

  人手で作る 

 

エネルギーの地産地消でEPRを上げる 
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低エネルギー社会の姿は、画一的では
なく、その地域ごとで異なる。 

 

そこで、答えはその地域で考えなくては
ならない。 

大転換が必要 



日本は平和で危機管理意識が薄く、中
央依存性が強い。 

 

日本において、地域のことを地域で考え
るという生き方、考え方は明治維新以来
してこなかった。 

日本の弱点 

しかし・・・ 


